
　栄光時計㈱の
商談展示会「EX
H I B I T I O N I -
N O S A K A 2 0
24」が、大阪・中
央 区 の 御 堂 筋
ホール心斎橋で
開催され、関西エ
リアを中心に北は
北海道から南は
沖縄まで、大勢の
小売店が参加。会
場は終始賑やか
で、仕入れから商
談まで盛り上がっ
た。
　ジュエリーは
「レオ・ピッツォ」
「アントニオ・パ
ピー二」「ランバン
コレクション 」
「キャスミン」「ウィ
ンザー」「ソノー

ル」「ナチュラルホワイト」などをはじ
め、ウォッチは「クロノスイス」「モバー
ド」「ラコステ」「トミー・ヒルフィガー」
「ボス」など人気商品から定番商品ま
で並んだ。そのほか、ダイヤモンドジュ
エリー、カラーストーンジュエリー、ピン
クダイヤモンド、イタリアンネックレス、

真珠コーナー、ジュエリーリフォーム、
地金ピアス、ダイヤモンドピアスから催
事の提案まで各小売店のニーズに必
ず当てはまる商品とサービスが揃えら
れた。
　さらに、来年3月16・17日にリーガロ
イヤルホテルで開催されるアンソロ
ジーin大阪にも登場するアーティザン
ヴィレッジの柏倉主和氏、岩間大氏、
伊藤恵子氏、簑和田幸恵氏、雨宮ジロ
ウ氏、今井繁氏の6人も大きく扱われ、
注目と期待を浴びていた。

　アーティザンヴィレッジは、自らデザイ
ンし制作まで手掛け、自らの工房を持
つジュエリーデザイナーの集団。それぞ
れに違う感性、デザイン、独特な製法を
持つメンバーは互いに認め合い、互い
に刺激し合い、個性あふれる作品を生
み出しながら、それぞれの向上を目的
に活動しているが、ジャパンプランドとし

て世界に発信することも目指している。
　また3月のアンソロジーのテーマは
「和」。詳細はこれからのようだが、スペ
シャルゲストが決定。16日は黒木瞳さ
ん、17日は大地真央さんが来場する予
定となっており期待が膨らむ。
　商談展示会後には、ANA日航ホテ
ルに場所を変えて小売店との懇親会
を開催。趣向を凝らした乾杯や挨拶、
イベントを企画するなどして楽しませ、
有意義な時間を創った。

　途中で、
栄光ホール
ディングス
㈱小谷年司
会長から、
栄光時計㈱
元社長の井
上実氏（現：
栄光H監査役）と新社長の岩﨑伸一
氏が紹介され、会の最後に岩﨑新社

長は「栄
光時計
は札 幌
から福
岡 まで
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拠 点あ
り ま す
が、こん
な に も
沢 山の
人に集

まっていただいて本当に感謝していま
す。涙が出るほど感動していますが、こ
うして全国より集まっていただいた取
引先様とお付き合いできることが栄光
時計の強みだと思います。卸事業は厳
しい時代ですが、これだけの活気があ
ればまだまだできるなって本当に思い
ました。皆様の期待に報いられるよう、

皆様の心を豊かに
し社会に貢献でき
る企業でありたい
と考えています。こ
れからも社員一同
頑張りますので、
ぜひ今後も力を貸
してください」と感

謝と願いを込めた挨拶を述べ、閉会し
た。
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　日本で
最も権威
あるジュ
エリーコ
ンペティ
ションの
「JJAジュ
エリーデ
ザインア
ワード20
25」の募集要項が発表された。
　一般社団法人日本ジュエリー協会
（JJA）が主催する同アワードは、グラ
ンプリ・内閣総理大臣賞をはじめ、デ
ザイナー、クラフトマンの才能を国内
外へと発信していく場として提供され
ており、国内市場のみならず海外にも
目を向けたグローバル社会において、
日本らしい製品を海外へ売り込むこと
が重要になってきている。
　日本には美しい文化と伝統を背景
にした、ものづくりの良さやデザイン力
を誇る数多くのクリエイターが存在
し、そんな日本を愛する多くの日本ファ
ンが海外にも存在している。
　日本らしさが光るジュエリーが国内
外で評価されるために、同アワードを
通して、未来のジュエリー業界を牽引
する、新しい可能性を持つクリエイ
ターの芸術性やファッション性の高い
優れた作品をJJAでは募集している。
　なお応募作品は「必着」ではなく、
応募受付日の5月13日午前10時～正
午の日付・時間指定で、実作品の送付
のみの受け付けなので、確認を。
　募集は第1部門の「プロフェッショナ
ル」と、第2部門の「新人」の2つのカテ
ゴリーで分類。プロフェッショナル部
門はテーマA.「ハイエンド・ラグジュア
リー（1作品が想定上代金額150万円
を超えるもの）」と、テーマB.「アクセシ
ブル・ラグジュ
アリー（1作品
が想定上代金
額150万円以
下のもの）」が
掲げられてお

り、新 人
部 門 で
は、学生・
社会人を
問わずデ
ザイナー
及び製作
者ともに
装身具の
デザイン

または製作に従事して（在学期間は除
く）5年未満の個人（個人名での応募
となる）で、同アワード2023までのプ
ロフェッショナル部門の未受賞者。そ
の他詳細は募集要項で確認を。
　第1部門の総合的に最も優れた作
品には「グランプリ・内閣総理大臣
賞」として、副賞100万円が贈呈され
る。芸術性・ファッション性が高く最も
デザインの卓越した作品には「準グラ
ンプリ・経済産業大臣賞」と「準グラン
プリ・厚生労働大臣賞」として、副賞
50万円が贈呈される。なお、このグラ
ンプリ・準グランプリの3作品には
「VOGUE JAPAN」の誌面（見開き2
ページ）・WEBにタイアップ掲載され
る特典が付いている。
　その他は、東京都知事賞、山梨県知
事賞、台東区長賞、日本商工会議所
会頭賞は各1作品、副賞10万円。
　第2部門の新人大賞は1作品、副賞
20万円、新人優秀賞は3作品、副賞5
万円、入選5～10作品程度、副賞1万
円となっている。また、両部門を対象と
した特別賞もある。
　審査結果は8月1日に公表され、授
賞式は8月27日のジャパンジュエリー
フェアの会場内で開催予定。その後は
JJF会場内で展示された後、山梨ジュ
エリーミュージアムで全入賞作品が展
示される。

　雑誌のビジュアル制作や国内外で
の展示など幅広く活躍中のカリグラ
ファー、島野真希さんが、SA MAG-
ZINE「Mine to MineⓇ～鉱山からわ
たしのもとに届くまで～ Vol.29世界
各地のペンと紙で文字の可能性を広
げたい」に登場している。
　同コンテンツは、エシカルでサスティ
ナブルなダイヤモンドブランドである「サ
バース」が誕生した2006年から、サザ

ンアフリカ地域で採掘された大粒で最
高品質の原石を使用することで、プロ
ヴェナンス（来歴）とトレーサビリティ
（生産履歴）を確かなものにし、なかで
も南アフリカ共和国、ボツワナ共和国、
レソト王国で採掘される一部の原石
は、採掘場所まで特定できることから
「Mine to MineⓇ」と名付けて、ジュ

リーを仕立て顧
客へ届けている
ことと同様に、特
定産地の生産
物や素材などを
取り入れたモノ

づくりをしている人々にフォーカスした
HPの読み物となっている。
　カリグラファーにとってのダイヤモン
ドは、装身具というより仕事で必須アイ
テムだそうだ。
　「石を彫るときに使う道具を研ぐ時に
使っています。ダイヤモンドは地球上で最
も硬い物質なので、香水のボトルなどを
削る際、また鉱物に文字を彫るために道
具を整えるにはダイヤモンドは欠かせま
せん」という一方では、次世代への受け
継ぐ品として考えることもあるとし、「私も
最近はジュエリーを購入する時に、娘に
残すことができるものを、と考えるように

なりました。建築家の阿部勤さんの“正し
く古いものは永遠に新しい”という言葉
はカリグラフィーに携わる私にも通ずると
思っているのですが、ジュエリーにも言え
ること。時代を超えて魅力を放ち続けるこ
とに惹かれます」などと述べている。
　同社は、様々な分野でのトレーサビリ
ティが注目されている今、ダイヤモンドも
例外ではなく、安心でクリーンなジュエ
リーを提供し、ダイヤモンド生産国の生
活向上に貢献し続
ける取り組みをこ
の先も続けていくと
している。なお詳細
はW&J Today -
Onlineで読める。
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